
▲４月20日（月）　田中町長初登庁
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議会だより（第170号）合併号 新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、掲載中のイベントや不特定多数
が参加する会議などが中止や延期とな
る場合があります。ご不便をおかけし
ますが、開催の有無は主催者、または、
問合せ先にご確認ください。
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５月は ｢宅地防災月間｣ です。

　宅地災害は、いったん起こると家屋や家財、時には尊い人命

にかかわることにもなりかねません。

　造成中の急斜面、無理な積み方をした石垣、風化の著しい崖

面などは、長雨、大雨などにより思わぬ災害を引き起こすこと

があります。

　「宅地防災月間」は、大雨が予想される梅雨期を前に、宅地

造成工事などによって起こる崖崩れや土砂の流出による災害発

生を未然に防ぎ、宅地災害をなくそうという目的で行っていま

す。

　大阪府では、この期間中に府内市町村や消防、警察など宅地

防災に関係する機関と協力して次のような事業を行います。

●防災パトロール
　パトロール隊を編成し、宅地造成地や土砂採取地などの造成

地の防災工事の安全性などについて点検、指導をします。

●宅地防災技術研修会
　宅地防災知識の啓発、普及を図るため、５月下旬に、宅地造

成事業者、設計者などを対象に宅地防災に関する技術研修会を

行います。詳しくは、大阪府建築指導室ホームページをご覧く

ださい。

　また、ご家庭でもこれを機会に宅地災害を未然に防止するた

めの必要な点検をお願いします。次のような点について自宅の

周辺を点検し、早急に適切な処置をすることが必要です。

１．�石垣、よう壁などに亀裂などは入っていませんか、また割

れ目から地下水がしみ出していませんか。

２．�石垣、よう壁などの水抜き穴からうまく水が流れ出ていま

すか。

３．地盤は沈下していませんか。

４．�排水のための溝に泥などがつまっていませんか。

　なお、大阪府建築指導室が発行している ｢石積み・ブロック

積みよう壁の自己診断マニュアル｣ には、点検方法など具体的

に記載しています。マニュアルは大阪府建築指導室ホームペー

ジに掲載していますので、ご利用ください。

◆問合せ　 大阪府住宅まちづくり部建築指導室審査指導課　 
☎06-6210-9722

「宅地防災月間」　－５月１日～５月31日－

2



総務費
8億7百万円

町税
14億26百万円

地方交付税
14億80百万円

民生費
19億25百万円

農林水産業費　60百万円

商工費　1億7百万円

公債費
4億35百万円

繰入金
4億68百万円

議会費
96百万円

その他
4百万円

衛生費　3億96百万円

その他
5億29百万円

歳入合計
5０億8５百万円

歳出合計
5０億8５百万円

国庫支出金
5億45百万円

府支出金
4億35百万円

土木費
3億5４百万円

消防費
2億５４百万円

教育費
6億47百万円

町債
2億02百万円
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◆問合せ　財政課　☎98-5518

　４月１日から、総合労働事務所（南大阪センターを含む）
は、「労働環境課」に変わりました。
　労働環境課内に「労働相談センター」を設置し、労働者、
使用者からの様々な相談に対応しています。

［と　　き］月～金曜日　午前９時～午後６時
［と こ ろ］エル・おおさか南館

［相談方法］電話
［出張相談］ 豊能府民センター・泉北府民センター・南河

内府民センターで行います。
※当面の間、相談は電話対応のみとなります。
◆申込・問合せ　 大阪府労働環境課労働相談センター 

☎06-6946-2600

大阪府の「労働相談センター」

令和２年度予算が決まりました令和２年度予算が決まりました令和２年度予算が決まりました令和２年度予算が決まりました

会計別予算額一覧
（単位：千円、％）

会　計　名 令和２年度
当初予算額

平成31年度
当初予算額 増減額 増減率

一 般 会 計 5,084,987 5,286,810 ▲�201,823 ▲�3.8
特 別 会 計 3,001,388 3,364,148 ▲�362,760 ▲�10.8

国民健康保険特別会計 1,442,181 1,526,889 ▲�84,708 ▲�5.5
山 田財産区特別会計 4,300 15,122 ▲�10,822 ▲�71.6
春 日財産区特別会計 911 929 ▲�18 ▲�1.9
下 水道事業特別会計 － 413,797 ▲413,797 皆減
介 護 保 険 特 別 会 計 1,332,118 1,211,177 120,941 10.0
後期高齢者医療特別会計 221,878 196,234 25,644 13.1

下　水　道　事　業　会　計 439,434 － 439,434 皆増
合　　　計 8,525,809 8,650,958 ▲ 125,149 ▲ 1.4

※�令和２年度当初予算より、下水道事業特別会計は地方公営企業会計基準を適用します。　　　　
※�下水道事業会計の予算規模は、収益的支出－減価償却費＋資本的支出となります。

　令和２年度当初予算は、４月に町長選挙を控えていたため、義務的経費を中心に「骨格予算」として編成しました。

　ただし、地域公共交通実証運行事業など、地域福祉や子育て支援の充実、また、地域の活性化を図るもの並びに継続的な普

通建設事業については、継続事業として編成しております。
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●支線交通（太子町コミュニティバス）の運行計画
　まずは、支線交通の運行計画について説明を始めた
いと思いますが、今後、支線交通という表現は使わず、

「太子町コミュニティバス」に変更します。なお、コミュ
ニティバスとは、「公共交通空白・不便地域の解消な
どを図るため、市町村などが主体的に計画し、市町村
自らが運送、または、交通事業者などに委託して運送
を行う乗合バスや乗合タクシー」を指します。

支線交通 ⇒ 太子町コミュニティバス

路線とバス停
　６ページの図の通り、「太子町コミュニティバス」（以
下、コミュニティバスと省略します）は町立総合福祉
センターから太子町役場を経由して「畑南」までの路
線を運行します。バス停は全部で20か所、住宅集積地
を網羅することを基本として、安全性が確保される場
所、交通への影響が少ない場所など、各関係機関（道
路管理者や交通管理者など）と十分協議して設置しま
した。なお、コミュニティバスについては、６月１日
からの運行は「実証運行（社会実験）」になりますので、
利用者が極端に少ないバス停を廃止したり、利便性を
考慮し、バス停を移動することも考えられます。

運行日と時間帯
　運行する曜日は全日（日～土曜日・祝日）で、運行
時間帯は午前６時台～午後７時ごろとします（運行間
隔は１時間に１～２本程度・・・具体的な時刻表は現
在調整中です）。なお、土・日曜日、祝日は、町立総
合福祉センターが休館のため、町立総合福祉センター
までの運行はありませんが、道の駅「近つ飛鳥の里・
太子」まで運行します。自家用車を自由に使えない人
はこれまで、道の駅に行きたくても行き難かったと思
いますが、これからはコミュニティバスで自由に行く
ことができます。

運賃の設定
　さきほど「第４回太子町地域公共交通会議」のとこ
ろで説明しました通り、コミュニティバスは「定額制
運賃」を採用し、運行エリアを２区間に分けています。
運賃は、役場～畑・山田地区は180円、役場～町立総
合福祉センターは160円、両区間は200円とします。
ただし、小学生以下は半額、１歳児未満は無料、幼児

（１歳から就学前までの者）は同伴者１人につき１人

まで無料、障がい者（身体障がい者手帳・療育手帳・
精神障がい者保険福祉手帳を持つ人）は半額、上記手
帳にバス介護付の表示がある人は、当該手帳の交付を
受けている人１人につき１人まで、大人料金の半額と
します。

運行車両と主体
　運行路線には、幅員の狭い箇所があるため、マイク
ロバス（現在の町立総合福祉センターバス車両、乗車
定員は26名）１台を使用します。運行主体は太子町で
すが、実際の運行業務は交通事業者に委託します。

●基幹交通（金剛バス）の運行計画
　次に、基幹交通の運行計画について説明したいと思
いますが、さきほどのコミュニティバス（支線交通）
の場合と同様、今後、基幹交通という表現は使わず、「金
剛バス」に変更します。

基幹交通 ⇒ 金剛バス

路線とバス停
　６ページの図の通り、「金剛バスは」は６路線！！！
です。新規路線は「太子中央循環線」「聖和台循環線」

「畑・平石線」の３路線ですが、畑・平石線は春日経
由と聖和台経由の２系統あるため、実際は４路線とな
ります。バス停の数は、太子中央循環線が18か所、聖
和台循環線が６か所、畑・平石線の春日経由が13か所、
聖和台経由が16か所です。コミュニティバスと同様、
住宅集積地を網羅することを基本として、安全性が確
保される場所、交通への影響が少ない場所など、各関
係機関（道路管理者や交通管理者など）と十分協議し
て設置しました。
　他方、太子線と太子葉室循環線は既存の路線ですが、
一部、バス停の新設（葉室歴史公園前や梅川橋など）
や移動があります。特に梅川橋のバス停は、商業施設

（ラムー＆カインズ）の買い物を意図して新設されま
した。また、太子町の恵まれた歴史観光資源を広報し
たい意図から、たとえば、仏眼寺橋は「敏達天皇陵前」
に、赤阪町は「竹内街道春日西」に変更されています。
他の地域から来られた観光者の人にも分かりやすい名
称になっています。

運行日と時間帯
　運行する曜日と時間は路線によって異なります。太

4



 �
●�６月１日（あと１か月！）から「新しいバス」が運
行します！

　太子町は、2017年度に太子町地域公共交通検討委
員会を立ち上げ、「太子町地域公共交通基本計画」を
定め、2018年度には、上記の委員会を太子町地域公
共交通会議に改組して「太子町地域公共交通網形成計
画」を策定しました。そして、昨年度は太子町地域公
共交通網形成計画を基本に、地域公共交通を再編する
ための基本的な考えかた（太子町地域公共交通再編計
画）を整理し、このたび「太子町地域公共交通運行計画」
を仕上げるに至りました。
　いよいよ、６月１日（月）から、この太子町に「新し
いバス」が運行します。太子町民のみなさまは、これ
まで長い間、地域公共交通の改善を心待ちにしておら
れたと思います。私は2017年度から太子町の地域公
共交通に関わらせて頂いていますが、この３年間は長
いようで短い期間でした。太子町のこの記念すべき時
をともにお祝いできることを嬉しく思うとともに、
様々なご尽力を頂いたみなさまにお礼申し上げます。
　さて、本号では「太子町地域公共交通運行計画」の
概要を説明しますが、初めに言っておきたいことは、
この運行計画は「完成形」ではないということです。
多くのみなさまに乗って頂き、改善すべきところを見
つけ、改善できるところから見直していきます。これ
で終わったのではなく、これからが本番です。太子町
の地域公共交通をより良くするために、これからもよ
ろしくお願いいたします。

●第４回太子町地域公共交通会議を開催しました
　2019年度第４回太子町地域公共交通会議が１月29
日（水）の午後２時～４時まで、町立万葉ホールで開催
され、支線交通の運賃（案）について審議しました。

1）支線交通の運賃（案）について
　　・運賃設定の考え方－距離制か定額制か
　　・運賃の設定
　　・乗り換え運賃の設定
2）その他

　まず、距離制運賃（運賃を距離に応じて設定）と定
額制運賃（距離に関係なく定額を設定）のどちらを採
用するかについて議論しました。いずれも一長一短が
ありますが、距離制運賃にすると、①運賃表示板など
の設備が必要となる、②乗り換えの際に運賃計算が複
雑となる、③運転手の負担が大きくなる、などの問題

が考えられます。このため、支線交通では、利用者も
わかりやすく、運転手への負担も少ない「定額制運賃」
を採用することにしました。他の市町村のコミュニ
ティバスも概ね定額制が主流となっています。
　次に、定額制運賃を導入するにあたって、同一運賃
にする「区間」を設定しなくてはなりません。支線交
通は金剛バスとの重複区間が多く、重複区間では、金
剛バスの運賃を下回る設定はできません。これは今ま
で何度も説明している通り、民業圧迫を避け、太子町
と金剛バスの連携を持続していくためです。
　これらを踏まえると、乗り換え拠点である「太子町
役場」を起点に、利用範囲が概ね異なる「太子町役場
～畑・山田地区」と「太子町役場～町立総合福祉セン
ター」の２区間設定が最適と判断しました。当日の会
議では、区間を設定しない（町立総合福祉センター～
役場～畑・山田地区を１区間とする）意見も出されま
したが、運賃設定上、やはり２区間に分けるほうがよ
いとの方向で合意が得られました。先ほど説明しまし
た通り、支線交通の運賃は金剛バスの運賃を下回る金
額で設定できません。定額制運賃のため、区間が広く
なると、運賃そのものが高くなってしまうためです。
　次に「運賃の設定」についてですが、次の「乗り換
え運賃の設定」と合わせて、運行計画の概要のところ
で説明します。

●�第５回太子町地域公共交通会議を書面審議にて開催
しました

　第５回太子町地域公共交通会議が３月30日（月）の
午後２時から町立万葉ホールで予定されていました
が、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
書面審議による開催となりました。審議内容は「太子
町地域公共交通運行計画（案）について」で、第４回太
子町地域公共交通会議で承認された運賃を含む、路線
やバス停の位置・名称、時刻表などについて、委員の
みなさまからご意見を提出頂きました。
　会長の私（小川）のほうで慎重に確認しましたとこ
ろ、大変示唆に富む意見もありましたが、それらを即
座に採用することは難しいため、今後の運行評価の検
討と合わせて、実現可能かどうかを見極めていきたい
と考えています。したがいまして、太子町地域公共交
通運行計画（案）は書面審議にて承認されましたので、
６月１日（月）から、この運行計画に沿った「新しいバ
ス」が太子町を走ります。次の
ページから、その運行計画の概
要を説明します。
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●町立総合福祉センターバスと予約型乗合ワゴン
　現在ご利用頂いている「町立総合福祉センターバス
と予約型乗合ワゴン」については、６月１日より、コ
ミュニティバス及び金剛バスに再編されます。再編の
詳しい内容は、広報たいし６月号でお知らせします。

【町立総合福祉センターを利用されている人】
　再編にともない、町立総合福祉センターバスや予約
型乗合ワゴンを利用し、町立総合福祉センターに行か
れている人の利用方法が変わります。すでに町立総合
福祉センターを利用されている人については、５月以
降順次、個別にご説明させて頂く予定です。新たに利
用される予定の人については、高齢介護課（生活支援・
移動支援相談窓口）にお問い合わせください。

【 「太子町コミュニティバス等お出かけ支援利用券」の
申請】

　また、６月１日より、70歳以上の人が金剛バスとコ
ミュニティバスで使用できる「太子町コミュニティバ
ス等お出かけ支援利用券（100円割引券）」を使用で
きるようになります。使用するには申請が必要となり

ますので、広報たいし５月号（本誌）に折り込んでい
る申請書で総務政策課へお申込みください。

◆申込・問合せ
　・総務政策課（公共交通全般について）☎98-0300
　・ 高齢介護課（町立総合福祉センターの利用等を含

む生活支援・移動支援相談について）☎98-5538

　概要のみの説明で分かり難かったと思いますが、現
在、ガイドブックと時刻表を鋭意作成中です。また、
次号でより詳しい説明を予定しています。
　この１か月でみなさまにさらに興味を持って頂ける
よう、各種行事との連携イベントや試乗会などの「需
要喚起策」を企画していましたが、新型コロナウイル
スのため、残念ながら、実施できませんでした。
　この運行計画は「完成形」ではありません。これか
らが本番です。引き続き、みなさまから多大なご協力
頂きたく、どうぞよろしくお願いいたします。

■ 本稿は、太子町地域公共交通会議会長（大阪産業大
学経済学部・大学院経済学研究科教授）の小川雅司
氏が執筆したものである
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子中央循環線と聖和台循環線は、全日運行（日～土曜
日・祝日）、時間帯は午前６時台～午後10時ごろとな
ります（運行間隔は１時間に１本程度・・・具体的な
時刻表は現在調整中です）。一方、畑・平石線も同じく、
運行日は全日（日～土曜日・祝日）ですが、運行時間
帯は朝２本、昼２本、夕方１本の計１日５本の運行で
す。

運賃の設定
　コミュニティバスと異なり、金剛バスは「距離制運
賃」を採用していますので、新規路線も既存路線と同
様、距離に応じた運賃が設定されています。いくつか
の運賃（片道分）を以下にあげておきます。

運行車両と主体
　金剛バスの既存路線（太子線と太子葉室循環線）と
同様の大型バス（乗車定員は66人）を使用します。運
行主体は金剛自動車株式会社です。これも以前から繰
り返し書いていますが、太子町のように人口密度が相
対的に低い地域に民間のバス会社が新規路線を設定す
ることは大変稀で有難いことです。改めて、金剛自動
車株式会社のみなさまに厚くお礼を申し上げます。

●拠点（太子町役場／聖徳太子御廟前）での「乗り換え」
　コミュニティバスと金剛バスの間で乗り換えする場
合、初乗り運賃が重複加算されるため、合計の運賃が
高くなります。その結果、利用者への負担が増加、利
用が少なくなることが懸念されます。たとえば、畑・
山田地区から太子町役場までコミュニティバスに乗
り、そこで金剛バスに乗り換えて上ノ太子駅前まで行
くと、合計で片道360円が必要です（右上図参照）。
　そこで、乗り換え拠点である「太子町役場」と「聖
徳太子御廟前」のバス停で乗り換えた場合に限り、初
乗り運賃が二重にならないよう、「乗り換えチケット」
を発行して、初乗り運賃分（160円）を割り引きます。
したがって、太子町役場と上ノ太子駅前との間の運賃
は実質20円で、合計で200円となります。

　なお、コミュニティバスで２区間を移動する場合、
運転手に申告することで、両区間を200円で移動する
ことができます。

●その他の支援制度など

高齢者お出かけ支援制度
　高齢者の公共交通による外出を支援するために、金
剛バスやコミュニティバスを利用する70歳以上の人

（太子町在住：登録が必要です）に対して、１回の利
用につき、100円の割引チケットを発行します（当面
は回数制限を行いません）。

町立総合福祉センター利用者支援制度
　町立総合福祉センターの利用する際、町立総合福祉
センター登録者を対象に、金剛バスやコミュニティバ
スを無料で利用できるパスを発行します。ただし、運
行後の定期的な状況や評価を鑑みて有料にする可能性
もあります。

「福祉移動サービス」との協働
　主に身体的な理由で公共交通を利用することが困難
な（できない）人は「福祉移動サービス」を利用する
ことができます。地域包括支援センターなどと連携す
る「生活支援・移動支援相談窓口」を設置、公共交通
の利用が困難な（できない）人へのサポートを行い、
その人に合った「福祉移動サービス」を案内します。
なお、福祉移動サービスは、基本的に有料ですが、町
立総合福祉センターの利用者のためのワゴン車による
送迎（サロン送迎）は無料とします。

【太子中央循環線】
　・太子町役場⇔上ノ太子駅前 …………… 180円
　・仏眼寺前・葉室⇔上ノ太子駅前 ……… 240円

【聖和台循環線】
　・聖和台一丁目⇔上ノ太子駅前 ………… 160円

【畑・平石線（春日・聖和台経由）】
　・畑薬師山公園前⇔上ノ太子駅前 ……… 240円

初乗り運賃（160円）を割り引くので、
実際は20円となります

初乗り運賃（160円）を割り引くので、
実際は20円となります

（180円）
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ
（180円）

（180円）　
金剛バス

金剛バス
（180円）

合計200円

合計200円

畑
・
山
田

太
子
町
役
場

上
ノ
太
子
駅
前

ﾁｹｯﾄ発行 ﾁｹｯﾄ発行
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人権コーナー

「憲法週間」

　５月３日の「憲法記念日」は、第二次世界大戦終結後の昭和
22年５月３日に現在の「日本国憲法」が施行されたことを記
念して定められた祝日です。その前後一週間が「憲法週間」で
す。
　憲法の基本理念のひとつに「基本的人権の尊重」があります。
第11条には、「国民は、すべての基本的人権の享有を妨げられ
ない。この憲法が国民に保障する基本的人権は、侵すことので
きない永久の権利として、現在及び将来の国民に与へられる。」
と明記されています。

　

な
か
な
か
衝
撃
的
な
タ
イ
ト
ル
の
映
画
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。「
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う
と
化
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」
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だ
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る
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松
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通
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コ
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よ
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た
ち
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て
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っ
た
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ネ
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配
信
サ
イ
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さ
れ
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い
た
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だ
が
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新
作
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開
の
時
に
は

ア
ク
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が
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中
し
て
サ
ー
バ
ー
が
ダ
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す
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ほ
ど
だ
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た
と
い
う
。
こ
の
コ
ラ
ム
が

配
布
さ
れ
る
頃
に
は
映
画
の
公
開
は
終
了
し

て
い
る
だ
ろ
う
が
、
原
作
の
漫
画
が
単
行
本

と
し
て
発
刊
さ
れ
た
の
で
関
心
の
あ
る
方
は

一
度
読
ん
で
見
て
は
と
思
う
。
重
た
い
現
実

を
扱
っ
て
い
る
が
、「
当
事
者
」
な
ら
で
は

の
経
験
に
基
づ
く
「
あ
る
あ
る
」
ネ
タ
も
、

ま
た
、
単
純
な
善
悪
で
は
は
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れ
な
い
温
か

み
の
あ
る
人
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描
き
方
も
、
若
い
人
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感
す
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と
こ
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な
の
だ
ろ
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と
思
う
。

　

さ
て
、
主
人
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の
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は
、
父
、
母
、
妹

と
の
４
人
家
族
。
父
親
は
小
さ
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を
経
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し
て
お
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、
母
親
は
専
業
主
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。
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こ
に

で
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通
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庭
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に
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え
る
。

が
、
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現
実
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す
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。

　

サ
キ
が
友
人
の
勧
め
で
通
信
制
の
大
学
に

入
学
し
、
心
理
学
の
講
義
で
「
学
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性
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力
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実
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に
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い
て
学
ん
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習
し
、
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が
流
れ
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す
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に
な
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。
こ
れ
を
学
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無
気
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い
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が
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に
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よ
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な

こ
と
が
起
き
る
と
い
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と
を
知
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、
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自
分
に
重
ね
る
。

　

大
学
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
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授
業
で
Ｄ
Ｖ
の
被
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者
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援
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扱
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、
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力
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よ

う
な
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が
あ
っ
た
と
書
い
て
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ま
た

恋
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か
ら
Ｄ
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た

ち
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分
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重
ね
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振
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こ
と
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く

あ
る
。
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Ｖ
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め
な
ど
、
権
力
を
持
つ

者
に
よ
っ
て
気
の
向
い
た
時
に
恣
意
的
に

（
規
則
性
な
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に
）
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れ
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、
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う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
学
生
た
ち
に
は
支
援
者
に
は
こ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
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が
大
切
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伝
え
る
。
オ
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の
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新
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世
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あ
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。
誰
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て
ら
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も
、
私
は
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。

　

主
人
公
サ
キ
も
同
じ
だ
。
自
分
の
人
生
と

ネ
ズ
ミ
が
重
な
る
こ
と
に
気
づ
き
、
泥
酔
す

る
父
親
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
支
配
を
す
る
恋
人
か
ら

自
由
に
な
る
選
択
を
す
る
。
そ
の
時
の
漫
画

の
吹
き
出
し
の
セ
リ
フ
が
、
こ
の
コ
ラ
ム
の

表
題
「
無
気
力
な
ネ
ズ
ミ
は
も
う
終

わ
り
」
な
の
で
あ
る
。

　憲法週間に、基本的人権の大切さについてもう一度考えてみ
ましょう。

人権に関する住民意識調査

　第２次人権行政基本方針及び推進プランの策定に向け、町内
にお住まいの16歳以上の住民1,000人を無作為に選び、人権に
関する住民意識調査票を郵送しています。
　お手元に届きました場合は、回答にご協力くださいますよう
お願いします。
◆問合せ
　住民人権課　☎98-5515

「第２次太子町男女共同参画推進計画」を策定しました。
　令和２年３月に「太子町男女共同参画推進計画」の期間が
満了したことから、令和２年４月より新たに計画期間を10年
とする「第２次太子町男女共同参画推進計画」を策定しました。
　基本理念を「だれもが互いに尊重し合い参画する和のまち

“たいし”」とし、住民のみなさま、関係機関・団体、企業、
地域と連携しながら取り組んでまいりますので、ご理解とご
協力をお願いします。
◆問合せ　住民人権課　☎98-5515

　人権コーナー「気づく」では、人権に関する様々な問題や啓発推進
情報をお知らせします。
　小さなことでもまず気づくことが、お互いを尊重し、一人ひとりが豊
かに生きることができる社会につながる。「気づく」には、そんな願いが
込められています。

気づく

無気力なネズミはもう終わり　大阪教育大学　神村 早織人権コラム「よき日へ」
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　4月は入学式の季節です。町内の幼
稚園、保育園、小・中学校で入園・
入学式が行われ、新しい制服に身を
包んだ新入生たち、（幼稚園40人、保
育園64人、小学校108人、中学校123
人）が、それぞれの新生活のスター
トを切りました。

※町立幼稚園の入園式は、新型コロナウイルス感染症対策にともなう、緊急事態宣言を受け延期しています。

４
月
１
日（
水
）
松
の
木
保
育
園

４
月
１
日（
水
）
や
わ
ら
ぎ
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園
や
わ
ら
ぎ
幼
稚
園

４
月
６
日（
月
）
町
立
磯
長
小
学
校

４
月
６
日（
月
）
町
立
山
田
小
学
校

４
月
６
日（
月
）
町
立
中
学
校

笑顔咲く春！
入園・入学式！！
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◆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

・
勤
続
章

　
太
子
町
消
防
団
　
葉
室
分
団

　
分
団
長
　
石
田
　
雅
英

◆
大
阪
府
知
事
表
彰

・
消
防
勤
続
功
労
章

　
太
子
町
消
防
団
　
太
子
分
団

　
分
団
長
　
松
本
　
良
平

・
消
防
功
労
章

　
太
子
町
消
防
団
　
葉
室
分
団

　
分
団
長
　
石
田
　
雅
英

　
太
子
町
消
防
団
　
春
日
分
団

　
分
団
長
　
仲
村
　
正
史

　若年世代の転入及び定住を促進し、三世代が安心して暮らせ
る環境をつくるため、町外在住の子育て世帯が、町内在住の親
世帯に、同居、または、近居する際の住宅の取得、または、リ
フォーム費用の一部助成を行っています。
〇住宅取得補助金・リフォーム補助金
　一戸あたり50万円を限度に補助
※かかった費用の１/10を補助。
〇補助を受けることができる人
・ 子世帯が、同居・近居する直前に１年以上継続して町外に居

住（住民登録）をしていること
・ 同居・近居する親（祖父母（単身可））が、１年以上継続し

て町内に居住（住民登録）していること
・ 子世帯は、出産予定を含む中学生以下の子（母子手帳などで

確認できること）と同居している世帯であること

・ 町内に取得した住宅に子世帯の全員が居住（住民登録）して
いること

・ 子世帯・親世帯の全員が町税などを滞納していないこと
〇補助の対象となる住宅
・ 子、または、同居・近居する親が住宅取得、または、リフォ

ーム工事の契約をし、町内に所有する住宅であること
・ 新築、または、売買により取得した住宅であること
※ 相続、贈与など対価を伴わない事由により取得したものは対

象外です。
・ 建築基準法その他の法令に基づき適正に建築された住宅で

あること
　上記、対象者及び住宅要件により、制度が利用できるかどう
かを確認するため契約前に必ず事前協議を行ってください。

◆問合せ　総務政策課　☎98-0300

　新規に婚姻した世帯を対象に婚姻に伴う新生活を経済的に支援することを目的として、新規に婚姻した世帯に対して住居費及び引
越費用の一部を助成します。

【補助の対象となる経費】 １月１日～令和３年２月28日までの間に支払われた下記の経費 
〇新規の住宅賃貸費用（賃料・敷金・礼金・共益費・仲介手数料） 
※住宅手当などが支給されている場合、住宅手当分は対象外になります。 
〇新規の住宅取得費用 
〇結婚にともなう引越し費用

【補助の対象となる世帯】 主となる条件は、 
〇４月１日～令和３年２月28日までに婚姻届が受理され、申請時点で対象となる住居が本町にあり、かつ 
　当該居住地に住民登録を有し、居住していること。 
〇婚姻届受理時点で夫婦共に34歳以下の世帯 
〇夫婦の直近の所得合計が340万円未満の世帯 
〇夫婦のいずれも、町税などを滞納していないこと。

【補　　助　　金　　額】上限30万円
※上記補助制度の対象となるかを確認するため、事前にご相談ください。

◆問合せ　総務政策課　☎98-0300

令和２年度　三世代同居・近居支援補助制度

今年度も太子町結婚新生活支援事業補助制度を行います

◆
第
２
回
南
河
内
大
会　
第
３
位

　
第
１
回
吉
岡
杯　
準
優
勝

　
太
子
キ
ラ
リ

◆
天
理
カ
ッ
プ　
２
位
リ
ー
グ　
優
勝

　
サ
ン
プ
ラ
ザ
カ
ッ
プ　
５
位　
敢
闘
賞

　
太
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
男
子

人敬
称
略

はなまる
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▪
一
人
来
て
亡
夫
の
残
せ
し
畑
を
打
つ	

西
村
美
智
子

▪
水
仙
の
一
花
明
窓
浄
几
か
な　
　
　
　

	

麻
野　

明
子

▪
口
の
中
パ
リ
ッ
と
響
く
こ
れ
ぞ
海
苔　

	

高
田　

正
裕

▪
天
空
の
風
を
恃
み
の
春
の
雲　
　
　

	

明
石　

志
郎

▪
枝
々
も
ほ
の
か
に
赤
く
春
立
ち
ぬ　

	

平
木
佳
代
子

▪
あ
り
し
日
の
君
は
孫
等
と
花
蔭
に　

	

余
保　

英
代

▪
た
ん
ぽ
ぽ
の
避
け
ら
れ
て
を
り
獣
道　

	

辻
本
佳
代
子

▪
ね
ん
ね
こ
の
寝
息
の
や
や
の
重
き
こ
と	

松
井
け
い
子

▪
朝
ぼ
ら
け
か
す
か
な
初
音
交
じ
る
山　

	

本
多　

幸
子

▪
妹
子
塚
寒
の
森
よ
り
鳥
の
声　
　
　

	

田
中　

寛
一

▪
形
な
き
悲
し
み
重
し
春
朧　
　
　
　

	

若
松　

古
泉

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

磯
長
小
学
校
制
服（
女
子
用
、
１
５
０

～
１
６
０
㎝
）［
無
料
］

•

イ
ト
マ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
海
パ
ン（
男
子

用
、
１
２
０
～
１
３
０
㎝
）［
無
料
］

•

山
田
小
学
校
制
服（
女
子
用
、
１
３
０

～
１
５
０
㎝
）

•

子
ど
も
用
自
転
車（
男
子
用
、
22
～
24

イ
ン
チ
）［
相
談
］

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

大
人
用
紙
オ
ム
ツ［
相
談
］

•

ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド（
縦
１
８
０
㎝
×
横

１
２
０
㎝
）［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
、
ま
た
は
、
事
務
局
、
観
光

産
業
課
（
☎
９
８-

５
５
２
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
無
観
客
家
族
揃
っ
て
テ
レ
ビ
桟
敷　

	

上
田　

恒
子

▪
海
ミ
ル
ク
家
族
の
笑
顔
拍
矢
か
き　

	

植
田　

清
子

▪
街
道
に
旧
家
が
並
ぶ
竹
の
内　
　

	

三
浦
冨
美
子

▪
古
民
家
で
シ
ル
バ
ー
集
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	

松
本　

京
子

▪
家
庭
崩
壊
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
入
い
ら
れ
て	

柏
岡　

和
子

▪
初
孫
の
お
目
見
え
家
族
総
動
員　

	

辻
本　

艶
子

▪
家
族
皆
元
気
笑
顔
の
母
の
居
て　

	

桑
原　
　

優

▪
家
・
車
持
っ
て
は
い
る
が
嫁
は
ま
だ　

	

笹
部　

次
夫

▪
お
参
り
で
先
ず
家
内
安
全
先
に
告
げ　

	

小
路　

淳
水

▪
代
々
を
誇
り
と
す
る
人
家
督
つ
ぐ　

	

川
村　
　

勧

▪
家
計
簿
は
数
字
で
残
す
日
記
帳　
　

	

奥
田　

早
苗

テニスコートの早朝貸出し
　通常の利用時間に加えて、下記の期間で、午前７
時からテニスコートの早朝貸出しを行います。
　申込方法や利用料金は通常と同じです。

［と　き］６月１日（月）～ ９月30日（水）
［ところ］ 町立総合スポーツ公園 

テニスコート
※ 雨で利用できなかった場合は、通常区分にも振替

できます。
◆問合せ　町立総合体育館　☎98-5344

菊の苗の無料配布
　太子町菊花会では、皆さんに少しでも菊の花に親
しんで頂くために、昨年に引き続き、菊の苗の無料
配布を行います。　　　
　ぜひ、この機会に菊作りにチャレンジしてみませ
んか。多くの人のお越しをお待ちしています。

［と　き］ ５月16日（土） 
午前８時30分～　

［ところ］町役場裏　駐車場
［内　容］ドーム菊と切花菊の苗の配布
※ 数に限りがありますので、なくなり次第終了しま

す。
◆問合せ　生涯学習課　☎98-5534

新婦人サークル合同体験会
　みんなで体験すると楽しさも倍に！
自分のやりたいことを見つけませんか。

［と　き］５月30日（土）　午後１時～３時30分
［ところ］公民館
［内　容］ みんなでフロアーバレエ、絵手紙、新聞ち

ぎり絵、手作り写真展示、作品展示など
※ コロナウイルス感染症の影響により、中止となる

場合があります。
◆問合せ　新日本婦人の会太子支部　藤井　
　　　　　☎98-1112

俳
句

敬
称
略

川
柳

　歌

敬
称
略

家

ひ と の う ご き
� （　）内は前月比

�人　口�13,276人人（－30）� 転入 71人
� 男� 6,522人人（－12）� 転出 92人
� 女� 6,754人人（－18）� 出生 3人
�世帯数� 5,539世帯（＋41）� 死亡�  9人

まちの面積　　14.17㎢
（４月₁日現在）

◆問合せ
　近つ飛鳥の里・太子運営協議会
　☎98̶2786

［と　き］毎週土・日曜日と祝日
［ところ］道の駅
　　　　　近つ飛鳥の里・太子

●
６
月
号
の
題
は「
青
」（
締
め
切
り
５
月
５
日
）。
７
月
号
の
題
は「
文
」

（
締
め
切
り
６
月
５
日
）
で
す
。
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